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初
盛
唐
期

に
於
け
る

士
人

の
別
荘

生
活

と
「
仕
隠
」
の
風
潮

に

つ
い
て胡

山

林

は
じ
め
に

仕
官

と
隠
逸
と
は
古
代
中
国
に
於
け
る
士
人
の
二
つ
の
基
本
的
な
行
動
方
式
で
あ
る
。

「士
」
と
い
う
文
字
の
基
本
義
は
出
仕
し
官

吏
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
古
代
中
国
の
官
僚
機
構

の
中
で
、
士
人
は
い
つ
も
重
要
な
地
位
を
占
め
、
各
時
代

の
政
治
統
治
の
主

要
な
部
分
を
荷

っ
て
き
た
。
士
人
が
官
吏
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
、
自
ら
社
会
的
責
任
を
取
る
こ
と
、
即
ち
現
実
を
認
め
て
そ
れ
を
受

け
入
れ

る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
士
人
が
官
吏
を
辞
め
て
隠
逸
す
れ
ば
、
そ
れ
は
即
ち
、
自
ら
社
会
的
責
任
を

荷
う

こ
と
を
拒
絶
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
更

に
言
え
ば
、
そ
れ
は
現
実
を
否
定
し
排
斥
す
る
こ
と

で
あ
り
、
現
実
か
ら
の
離
脱
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
隠
逸
と
仕
官
と
は
性
質
が
全
く
異
な
る
、
互
い
に
相
対
立
す
る
生
き
方
な
の
で
あ
る
。
士
人
は
隠
逸
と
仕
官
の
い
ず
れ

か

一
つ
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
両
方
を
同
時
に
選
ぶ
こ
と
は
不
可
能

で
あ

つ
た
。
し
か
し
、
初

・
盛
唐
期
に
な
る
と
、

一
部
の

士
人
は
仕
官
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
隠
逸
的
な
行
動
様
式
を
取
り
入
れ
て
、
両
者
の
融
合
を
は
か

っ
た
。
こ
う
し
て
し
だ

い
に

仕
官
と
隠
逸
と
の
明
確
な
区
別
は
な
く
な
り
、
両
者
を
兼
ね
る

「仕
隠
」

の
気
風
が
流
行
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
際
特
に
注
目
に
値

す
る
の
は
、

「別
業
」

(別
荘
)
を
購
入
し
た
り
建
造
し
た
り
す
る
こ
と
が

「仕
隠
」

の
気
風
の

一
つ
の
顕
著
な
特
徴
だ
と
考
え
ら
れ

る
点
で
あ
る
。
小
論
は
士
人
の
別
荘
生
活
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
初

・
盛
唐
期
に
於
け
る

「
仕
隠
」
風
気
生
成
の
原
因
と
そ
の

特
微
を
探
究
し
、
更
に

「
仕
隠
」
風
気
と
士
人

の
行
動
方
式

の
変
化
と
の
関
係
を
分
析
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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初
盛
唐
期
に
於
け
る
士
人
の
別
荘
生
活
と
「仕
隠
」
の
風
潮
に
つ
い
て
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一

唐
代

に
於
い
て
士
人
が
別
荘
を
買
う
こ
と
は
、
概
ね
初
唐
、
盛
唐
期

(
以
下
唐
代
前
期
と
言
う
)
の
高
宗
、
武
則

天
朝
頃
か
ら
始
ま

る
。
高

宗
と
武
則
天
朝
に
仕
え
た
宰
相
狭
仁
傑
は
最
初
河
陽
に
自
分
の
別
荘
を
持

っ
た

(
『奮
唐
書
』
秋
仁
傑
伝
巻

8
9
)。
名
臣
章

嗣
立

の
網
川
別
荘
も
当
時
名
高

い
も
の
で
あ

っ
た

(
『
新
唐
書
』
章
嗣
立
伝
巻
1
1
6
)。
ま
た
、
多
く
の
文
人
も
別
荘
を
購
入
し

て

い
る
。

例
え
ば
、
宋
之
問
の
藍
田
山
荘
と
陸
渾
山
別
荘
、
祖
詠

の
汝
墳
別
荘
、
張
子
容
の
鹿
門
山
別
荘
、
孟
浩
然
の
澗
南
園
別
荘
、
火
コ

参
の
杜
陵
と
終
南
山
別
荘
、
棊
母
潜

の
江
東
別
荘
、
王
維
の
藍
田
輌
川
別
荘
、
王
緒
の
網
川
別
荘
、
醇
擦
の
南
山
別
荘
、
斐
廻
の
網
川

別
荘
、

崔
興
宗
の
輌
川
別
荘
、
高
適

の
漠
上
別
荘
、
張
謹
の
濠
州
別
荘
、
沈
千
運
の
汝
墳
別
荘
、
皇
甫
再
の
陽
羨
山
別
荘
、
劉
長
卿
の

濡
陵
別

荘
と
碧
澗
別
荘
、
李
順

の
東
川
別
荘
等
を
史
書
に
微
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
別
荘
を
持

つ
士
人
の
数
は
多
く
、

『
全
唐
詩
』
だ

け
で
も
別
荘
を
買

っ
た
士
人
三
十
人
以
上
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
士
人
が
持
つ
別
荘
は
少
な
く
と
も

一
力
処
、
多

い
場
合
は

二

力
処
あ
り
、
岑
参

な
ど
は
合
計
七
力
処
の
別
荘
を
買
い
、
こ
の
内

の
四
つ
は
終
南
山
の
別
荘

で
、

一
番
多
く
の
別
荘
を
持

つ
詩
人
だ
と

い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
そ
の
当
時
、
士
人
の
間
で
、
別
荘
を
買
う
風
気
が
流
行
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

「
業
」
の
基
本
的
な
意

味
は

「財
産
」

「産
業
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

「
別
業
」
と
い
え
ば
本
宅
以
外

の
財
産
と
産
業
を
指
す
。
住
宅
が
個
人
の

「
主
」
な

財
産

な
の
で
、
本
宅
と
官
舎
以
外

の
住
宅
や
財
産
を
唐
代
前
期
に
は
常
に

「
別
業
」

(別
荘
)
と
呼
ん
で
い
た
。

他
に
、

「
山
荘
」

「荘
」

「草
堂
」

「
別
駆
」

「荘
園
」
等
の
言
葉
も
使
わ
れ
た
が
、
最
も
よ
く
使
わ
れ
た
言
葉
は

「別
業
」

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

士
人

の
別
荘
は
、
そ
の
規
模
や
大
き
さ
に
よ
り
、

二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

一
つ
は
住
宅
、
土
地
、
園
林
を
含
む
大
き
な
規
模
の
別

荘
で
あ

る
。
こ
の
種
類

の
別
荘
に
は
、
広
い
土
地
が
あ
り
、
労
働
者
を
雇
用
し
て
産
業
を
経
営
し
、
農
業
や
林
業
の
収
入
も
あ
る
た
め
、

士
人
は
経
済
上
の
自
足
が
で
き
る
。
ま
た
、
士
人
は
山
水
と
園
林
に
遊
歴
し
、
自
然
の
美
し
い
風
景
を
鑑
賞
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ

の
よ
う

な
別
荘
を

「荘
園
性
別
荘
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
う

一
種
類
の
別
荘
は
規
模
が
小
さ
く
、
極
く
少

量
の
土
地
し
か
な

い
、
住
宅
も
素
朴
な
、
た
だ
住
む
た
め
だ
け
の
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
別
荘
を

「
寓
居
性
別
荘
」
と
呼
ぶ

こ
と
と
す
る
。

い
わ

ゆ
る

「草
堂
」
と
呼
ば
れ
る
別
荘
が
そ
の
最
も
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

「
荘
園
性
別
荘
」
は
王
公
貴
族
や
高
級
官

僚
だ
け
が
こ
れ
を
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買
う
能
力
を
持
ち
、
普
通
の
士
人
は

「寓
居
性
別
荘
」
を
買
え
る
の
み
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

唐

代
の
経
済

で

一
つ
注
目
さ
れ
る
特
徴
は

「
荘
園
経
済
」

の
存
在
で
あ
り
、

「荘
園
性
別
荘
」
は

「
荘
園
経
済
」

の
具
体
的
な
反
映

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
高
宗
期
の
高
官
王
方
翼
に
関
し
て
は
、

「
鳳
泉
別
業
に
居
り
」
、

「
田
を
辟
く

こ
と
数
十
頃
、
館

宇
を
修

飾
し
、
樹
木
を
列
植
す
」

(
『
菖
唐
書
』
王
方
翼
伝
巻

1
8
5
)
と
あ
る
の
で
、
彼
の
別
荘
は
も
ち
ろ
ん

「
荘
園
性
別
荘
」

で

あ

っ
た
。
玄
宗
期
の
李
燈
は
、

「伊
川
は
膏
膜
、
水
陸
は
上
田
、
修
竹
は
茂
樹
し
、
城
よ
り
閾
口
に
及
ぶ
ま
で
、
別
業
相
い
望
む
、
吏

部
侍
郎

李
彰
年
と
、
皆
地
癖
有
り
」

(
『
奮
唐
書
』
李
燈
伝
巻

1
8
7
)
と
い
わ
れ
、
権
貴

の
要
人
が
土
地
を
購
入
し
盛
ん
に
別
荘
を

建
て
た
当
時
の
風
気
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
宋
之
問
は
唐
代
前
期
に
新
し
く
興

っ
た
貴
族

で
あ
り
、
武
則
天
朝
に
重
用
さ
れ
、
萬
歳

通
天

元
年

(
6
9
6
)
前
後
の
六
、
七
年
の
問
に
、
洛
州
参
軍
の
職
に
就
き
、
陸
渾
山
荘
を
買

っ
て
い
る
。
陸
渾
県

(今
河
南
省
の
陸

渾
県

)
は
河
南
道
洛
州
に
在
り

(開
元
元
年
に
洛
州
を
河
南
府
に
改
め
た
)、
府
の
所
在
地
洛
州

(今
の
洛
陽
市
)
の
西
南
百
三
十
里

に
位
置

す
る
。

「
山
荘
」
と
い
う
か
ら
に
は
、
豪
華
な

「荘
園
性
別
荘
」
で
あ

つ
た
に
違
い
な
い
。
宋
之
問
に
は
他
に
網
川
別
駆
が
あ

っ

た
が
、

『新
唐
書
』

「
王
維
伝
」
に
は

「
地
奇
勝
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も

「
荘
園
性
別
荘
」

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

唐
代
前
期
に

「
荘
園
性
別
荘
」
を
持

っ
た
文
人
の
代
表
と
い
え
ば
王
維
で
あ
る
.
王
維
が
買

い
取

っ
た
宋
之
問
の
輌
川
別
駆
は
、
大

荘
園

の
名
に
恥
じ
ぬ
も
の
で
あ

っ
た
。
別
荘
は
藍
田
県
口
に
在
り
、

「
輌
口
荘
」

「
竹
洲
花
鳩
」
と
も
呼
ば
れ
、
そ

の
美
し
い
風
景
で

人
々
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
王
維
の

『
輌
川
集
』
の
序
に
は

「余
が
別
業
は
輌
川
山
谷
に
在
り
。
其
の
遊
止
す
る
と
こ
ろ
孟
城
拗
、

華
子
岡
、
文
杏
館
、
斤
竹
嶺
、
鹿
柴
、
木
蘭
柴
、
茱
萸
溝
、
宮
塊
陪
、
臨
湖
亭
、
南
詫
、
歌
湖
、
柳
浪
、
攣
家
瀬
、
金
屑
泉
、
白
石
灘
、

北
詫
、
竹
里
館
、
辛
夷
鳩
、
漆
園
、
椒
園
等
有
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
畑
や
果
園
、
竹
林
も
あ
り
、

農
業
の
労
働
者
も

雇

い
入
れ
て
い
た
。

「偶
然
作
」

(
『箋
注
』
巻
5
)
六
首
其
の
二
に
は

田
舎
有
老
翁
、
垂
白
衡
門
里
。
有
時
農
事
閑
、
斗
酒
呼
隣
里
。
喧
脂
茅
澹
下
、
或
坐
或
復
起
。
短
褐
不
為
薄
、
園
葵
固
足
美
。
動
則
長
子
孫
、

不
曾
向
城
市
。

田
舎
に
老
翁
有
り
、
衡
門
の
里
に
垂
白
す
。
時
に
農
事
の
閑
有
れ
ば
、
斗
酒
も
て
隣
里
を
呼
ぶ
。
喧
聴
た
り
茅
権
の
下
、
或
い
は
坐
し
或
い

は
復
た
起
く
。
短
褐
も
薄
し
と
為
さ
ず
、
園
葵
固
よ
り
美
と
す
る
に
足
れ
り
。
動
も
す
れ
ば
則
ち
子
孫
長
じ
、
曾
て
城
市
に
向
は
ず
。

と
言
う
。
豪
華
な

「
荘
園
性
別
荘
」
と
言
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
普
通
の
士
人
の
別
荘
は
規
模
が
小
さ

い
だ
け
で
は
な

初
盛
唐
期
に
於
け
る
士
人
の
別
荘
生
活
と
「仕
隠
」
の
風
潮
に
つ
い
て

(胡
)
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く
、

「
先
生

南
郭
に
近
く
、
茅
屋

東
川
に
望
む
」

(火
7参

「
尋
県
南
李
処
士
別
業
」、

『
全
唐
詩
』
巻
1
9
8
。

以
下

『全
唐
詩
』

の
作
品
は
巻
数
だ
け
を
記
す
)
と
い
う
よ
う
に
、
素
朴
な
草
堂

で
あ

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
峯
参

の
終
南
山
の
諸
別
荘
は
す
べ
て

「寓

居
性
別

荘
」

(草
堂
)
で
あ

っ
た
。

唐
代

前
期
の
士
人
の
別
荘
は
、

「
荘
園
性
別
荘
」
か

「
寓
居
性
別
荘
」
か
に
関
わ
ら
ず
、

一
般
的
に
言
え
ば
、
大
部
分
は
土
地
の
売

買
の
結

果
得
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

(
一
部

の
権
貴

の
土
地
は
皇
帝
の
封
地
で
あ
る
。
)

つ
ま
り
、
土
地
の
売
買

が
認
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
、
士
人
が
多
く
の
別
荘
を
持

つ
に
至
る
前
提
条
件
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
程
度
土
地
の
売
買
の
自
由
が
認
め
ら
れ

て
い
た

こ
と
は
唐
代
経
済
の
特
徴

で
あ

つ
た
。
南
北
朝
期
に
は
士
族
が
別
荘
を
構
え
る
現
象
が
既
に
始
ま

つ
て
い
た
。
謝
蜜
運
は
そ
の

代
表
例

で
あ
り
、
彼

の
東
山
始
寧
別
荘
は
規
模
が
大
き
く
、
も
ち
ろ
ん

「
荘
園
性
別
荘
」
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
六
朝

士
族
の
別
荘
は
自
分

で
購
入
し
た
も
の
で
は
な
く
、
何
世
代
も
維
持
さ
れ
て
き
た
世
襲
の
封
地
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
南
北
朝
期
の
士

人
が
別

荘
を
建
て
る
こ
と
は
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
代
で
は
、
土
地
の
所
有
権
は
や
は
り
国
家
に
在

っ
た
が
、

あ
る
程

度
の
土
地

の
自
由
売
買
は
で
き
た

の
で

(使
用
権
の
売
買
)、
士
人
は
土
地
や
別
荘
を
買
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
当
時
、

土
地
の
値
段
は
恐
ら
く
あ
ま
り
高
く
は
な
く
、
官
職
が
高
く
な
い
士
人
で
あ

つ
て
も
買
う
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
あ

る
程
度

の
土
地
の
自
由
売
買
と
荘
園
経
済
の
発
展
は
唐
代
経
済
の
特
徴

で
あ
り
続
け
た
か
ら
、
中
唐
や
晩
唐
に
至

っ
て
も
、
別
荘
を
購

入
す
る
現
象
は
依
然
と
し
て
存
在
し
、
晩
唐

の
士
人
陸
亀
蒙
は

二
、
三
力
処
の
別
荘
を
有
し
て
い
た
し
、
司
空
図
の
王
官
谷
別
荘
も
大

規
模
な
別
荘
で
あ

っ
た
。

士
人

が
別
荘
を
買
う
現
象
は
唐
代
に
お
け
る
荘
園
経
済
と
土
地
の
自
由
売
買
と
に
関
係
す
る
が
、
多
数
の
士
人
に
と

っ
て
、
別
荘
の

価
値
は

そ
の
経
済
的
側
面
に
の
み
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
別
荘
で
の
閑
雅
な
暮
ら
し
を
享
受
す
る
こ
と
に
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
自

分
の
別
荘
さ
え
あ
れ
ば
、
仕
官
し
な
が
ら
別
荘

で
の
閑
適
な
暮
ら
し
を
享
受

で
き
る
。

つ
ま
り
、
別
荘
を
買
う

こ
と
と
唐
代
前
期
の
士

人
に
見
ら
れ
る

「仕
隠
」

の
風
気
と
は
密
接
な
関
係
を
持

つ
の
で
あ
る
。
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二

唐
代
前
期
に
士
人
が
別
荘
を
構
え
た
場
所
は
、

こ
れ
を
ほ
ぼ
三
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
山
中
の
別
荘
、
家
郷
近
く

の
別
荘
及
び
赴
任
地
近
く
の
別
荘
の
三
種
で
あ
る
。

第

一
種

の
山
中
の
別
荘
と
は
都
市
か
ら
遠
く
離
れ
た
山
の
奥
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
唐
代
前
期
に
は
士
人
達
は
科
挙
の
受
験

の
た

め
に
刻
苦
し
て
読
書
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
別
荘
は
格
好
の
勉
強
場
所
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
静
か
な
環
境
が

保
証
さ
れ
る
山
中
の
別
荘
は
打

っ
て
つ
け
の
場
所
と
し
て
士
人
に
好
ま
れ
た
。
例
え
ば
、
詩
人
の
張
謹
は
松
山
別
荘

で
十
年
間
隠
居
し

讃
書
し
て
か
ら
、
仕
官
し
て
い
る
。

一
方
、

一
生
隠
逸
す
る
よ
う
な
場
合
、
ま
た
は
官
吏
を
辞
め
て
隠
居
す
る
よ
う
な
場
合
に
、
山
中

の
別
荘
を
以
て
隠
居
の
場
所
と
定
め
る
士
人
も
い
た
。
例
え
ば
、
儲
光
義
の

「題
崔
山
人
別
業
」
詩

(巻
1
3
7
)

の
中
の
崔
山
人
は

「南
陽

に
隠
居
す
る
者
、
室
を
築
く
丹
渓

の
源
」
と
い
い
、
孟
浩
然
の

「冬
至
後
過
張
呉
二
子
檀
渓
別
業
」
詩

(巻
1
6
0
)
中
の
呉

・

張

の
二
人
は

「外
事

情

都

て
遠
く
、
中
流

性

便
ず
る
所
」
と
詠
じ
て
い
る
が
、
こ
の
三
人
は
す
べ
て
山
中
別
荘
に
隠
居
し
た

士
人

で
あ
る
。
彼
ら
は
先
秦
時
代
の
巣
父

・
伯
夷
の
よ
う
に
自
分
の
名
声
を
保

つ
た
め
に
、
ま
た
漢
代

の
周
裳
の
よ
う
に
社
会

の
混
乱

か
ら
逃
げ
る
た
め
に
隠
逸
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
個
人
の
精
神

の
自
由
の
た
め
に
、
都
会
や
朝
廷
か
ら
逃
れ

て
山
林
に
隠
居
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
山
中
の
別
荘
は
格
別
良

い
場
所
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

山
中
で
別
荘
を
買
う
ほ
か
、
自
分
の
家
郷
近
く
に
別
荘
を
連

て
た
り
購
入
し
た
り
す
る
士
人
も
多
く
い
た
。
丘
為

・
孟
浩
然

・
棊
母

潜

.
李
順
等
は
故
郷
の
近
く
に
別
荘
を
持

っ
て
い
た
。
ま
た
、
祖
詠
は
洛
陽
の
出
身
で
、
開
元
十
二
年
に
進
士
に
な
り
、
仕
官
し
た
が
、

終
始
意

を
得
ず
、
斉
州
で
官
に
任
じ
た
折
、
官
位
が
低
い
上
に
、
更
に
疑
請
に
遇
い
、
終
に
失
意
し
て
家
郷

に
帰
り
、
隠
逸
の
暮
ら
し

を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
際
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は

「家
を
移
し
汝
墳
の
間
の
別
業
に
帰
り
、
漁
樵
を
以
て
自
ら
終
ふ
」
と
言

っ

て
い
る
よ
う
に

(
『
唐
才
子
伝
』
巻
1

「
祖
詠
伝
」
)、
彼
は
汝
墳

の

「
別
荘
」

で
晩
年
の
隠
居
生
活
を
送

っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

ま
た
、
李
顧

の
東
川
別
荘
、
孟
浩
然
の
澗
南
園
別
荘
、
棊
母
潜

の
江
東
別
荘
等
も
家
郷
近
く
に
持
た
れ
た
別
荘
で
あ

る
。
士
人
の
家
郷

近
く

の
別
荘
は
大
体
、
科
挙
受
験
や
出
仕
以
前
に
購
入
さ
れ
た
も

の
で
、
士
人
は
そ
こ
に
比
較
的
長
く
住
ん
だ
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
場

初
盛
唐
期
に
於
け
る
士
人
の
別
荘
生
活
と
「仕
隠
」
の
風
潮
に
つ
い
て

(胡
)
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合
、
別
荘

の
用
途
に
は
二
つ
あ
り
、

一
つ
は
科
挙
の
受
験
準
備
の
た
め
に
隠
居
し
て
読
書
す
る
場
所

で
あ
る
。

二
つ
目
の
用
途
は
、
退

官
後

に
隠
居
す
る
た
め
の
場
所

で
あ
り
、
士
人
達
は
晩
年
隠
逸
す
る
際
に
は
、
家
郷
近
く
の
別
荘

へ
退
隠
し
た
の
で
あ
る
。

任
地
近
く
の
場
所
に
設
け
ら
れ
た
士
人
の
別
荘
も
多
く
あ

つ
た
。
宋
之
問

・
儲
光
義

・
王
維

・
斐
迫

・
醇
擦

・
崔
興
宗

・
閻
防

・
零

参

・
王
糟

・
高
適
等
の
士
人
は
、
そ
の
任
官
地
付
近
に
皆
自
分
の
別
荘
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
都
長
安
で
も
任

に
つ
い
た
士
人
は

長
安
付
近
に
別
荘
を
構
え
た
。
終
南
山
は
地
理
的
位
置
や
自
然
環
境
が
ふ
さ
わ
し
か

つ
た
の
で
、
長
安

で
務
め
る
士
人
の
別
荘
は
こ
こ

に
集
中

し
、
別
荘
を
持

つ
士
人
は
記
載
が
あ
る
も
の
だ
け
で
も
数
十
人
に
達
し
た
。
例
え
ば
、
岑
参

・
閻
防

・
儲
光
義

・
張
謹
等
の
士

人
が
終
南
山
に
別
荘
を
買

っ
て
い
る
。
雰
参
は
長
安
付
近
に
五
力
処
の
別
荘
を
持

っ
た
。

『
唐
才
子
伝
』
巻
三
の

「
昏
参
伝
」

に
は
、

「
別
業
は
杜
陵
山
中
に
在
り
」
と

い
う
。
こ
の
他
、
寄
参
は
ま
た
終
南
山
高
冠
谷
口
別
荘

(
「高
冠
谷

口
召
鄭
樗
」

詩
、
巻
2
0
0
)、

終
南
白
閣
西
草
堂
別
荘

(
「
因
假
帰
白
閣
草
堂
」
巻
1
9
8
)、
終
南
蔓
峰
草
堂
別
荘

(
「終
南
讐
峰
草
堂
作
」
同
前

)、
終
南
太

一
石

竈
崖

口
潭
別
荘

(
「太

一
石
竈
崖

口
潭
善
盧
招
王
学
士
」
同
前
)
な
ど
、
終
南
山
に
四
力
処
の
別
荘
を
持

っ
て
い
た
。
零
参
は
青
年
時

代
に
も
嘗

て
少
室
山
に
隠
居
し
て
読
書
し
、
そ
の
折
に
は
、
少
室
山

(
「
南
渓
別
業
」
詩
を
参
照
)
と
陸
渾
県

(
「
巴
南
舟
中
思
陸
渾

別
業
」
詩
を
参
照
)
の
二
力
処
に
別
荘
を
購
入
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。

長
安
付
近

の
別
荘
は
科
挙
の
準
備

の
た
め
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
例
え
ば
、
零
参
の
杜
陵
別
荘
や
高
冠

口
別
荘
は
正
し
く

そ
う
し

た
も
の
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
。
然
し
、
長
安
付
近
や
任
官
地
付
近

の
別
荘
は
、
主
に
休
暇
の
際

の
休
息
地
や
遊
び
の
場
所
と

し
て
買
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
別
荘
は
任
官
地
か
ら
遠
く
は
な
く
、
公
務
の
場
と
別
荘
の
問

の
交
通
は
便

利
で
、
休
暇
時

に

は
町
を
離
れ
て
自
分
の
別
荘

へ
行
き
、
休
暇
が
終
わ
る
と
公
務

の
場
に
帰

っ
て
、
官
吏
と
し
て
の
政
務
を
執

っ
た
の

で
あ

つ
た
。

こ
の

種
類

の
別
荘
は
閑
適
な
暮
ら
し
を
享
受
す
る
た
め
に
買
う
も
の
な
の
で
、

一
旦
仕
官
の
勤
務
地
が
変
わ
れ
ば
、
士
人

は
新
し
い
勤
務
地

で
新
し

い
別
荘
を
買
う
。
任
地
が
決
ま
れ
ば
そ
こ
で
ま
た
新
た
に
別
荘
を
買
う
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、

一
人
の
士
人

が
生
涯
で
数
力
処

の
別
荘

を
買

っ
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
以
上
の
、
山
中

の
別
荘
、
家
郷
付
近
の
別
荘
、
勤
務
地
の
別
荘

の
三
者

の
中
で
、

唐
代
前
期
に
見
ら
れ
る
士
人
の

「仕
隠
」

の
気
風
と
最
も
関
係
が
深
い
の
は
勤
務
地
付
近
の
別
荘
で
あ
り
、
以
下
の
小
論
も
こ
れ
に
重

点
を
置
く
こ
と
に
な
る
。
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三

唐

代
前
期
に
士
人
が
別
荘
を
買
う
時
に
は
周
囲
の
自
然
環
境
を
重
視
し
、
そ
れ
を
選
ぶ
に
際
し
て
は
明
確
な
選
択

規
準
が
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は

つ
ね
に
自
然
が
美
し
く
、
都
会

の
騒
音
が
無
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
い
る
。
特
に
勤
務
地
付
近

の
別
荘
は
、

「
荘

園
性

別
荘
」
よ
り
も
更
に
自
然
美
を
重
視
し
た
。
そ
れ
ら
の
別
荘
は
都
市
に
近
く
は
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、
都
市
内
の
士
人
の
官
舎
と
は

ま
る

で
違
い
、
却

っ
て
隠
士

の
住
む
環
境
と
似
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
唐
代
前
期
の
別
荘

の
特
徴
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
具
体

的
に

い
え
ば
、
士
人
の
別
荘
は
時
に
青
山
と
相
対
し
、
時

に
青
山
を
背
に
し
て
い
た
。

白
首
此
為
漁
、
青
山
対
結
鷹
。

白
首

此
に
漁
を
為
し
、
青
山

結
盧
に
対
す
。

(劉
長
卿

「過
鵬
鵡
洲
王
盧
士
別
業
」、
巻
1
4
8
)

直
與
南
山
対
、
非
關
選
地
偏
。

直
に
南
山
と
対
す
る
は
、
地
偏
を
選
ぶ
に
関
す
る
に
非
ず
。

(孟
浩
然

「
冬
至
後
過
呉
張
二
子
檀
渓
別
業
」、
巻
1
6
0
)

依
依
西
山
下
、
別
業
桑
林
邊
。

依
依
た
り
西
山
の
下
、
別
業

桑
林
の
邊
。

(高
適

「…倶
上
別
業
」、
巻
2
1
4
)

山
は
、
静
か
で
美
し
く
、
都
市
の
騒
音
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
別
荘
と
都
市
と
を
隔

て
る
最
良

の
自
然
の

「屏
風
」
で

あ
り
、
塵
世
と

一
線
を
画
し
た
別
世
界
を
現
出
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
別
荘
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
水

の
流
れ
が
あ
る
。

駿
雨
鳴
漸
渥
、
麗
麗
渓
谷
寒
。

駿
雨

鳴
る
こ
と
漸
渥
、
麗
腱
と
し
て
渓
谷
寒
し
。

碧
潭
千
鯨
尺
、
下
見
較
龍
蠕
。

碧
潭

千
飴
尺
、
下
に
鮫
龍
の
蜻
る
を
見
る
。

(火
「参

「太

一
石
肇
崖
口
潭
善
盧
招
王
学
士
」、
巻
1
9
8
)

実
、山
轄
蒼
翠
、
秋
水
日
渥
援
。

寒
山
轄
た
蒼
翠
、
秋
水

日
に
渥
援
た
り
。

(王
維

「輌
川
閑
居
贈
斐
秀
才
迫
」
、

『箋
注
』
巻
7
)

野
橋
経
雨
断
、
澗
水
向
田
分
。

野
橋

雨
を
経
て
断
た
れ
、
澗
水

田
に
向
ひ
て
分
か
る
。

(劉
長
卿

「碧
澗
別
壁
喜
皇
甫
侍
御
相
訪
」、
巻
1
4
7
)

渓
流
や
深
谷

の
澗
水
、
或
い
は
山
間

の
漫
布
、
こ
う
し
た
水
の
流
れ
は
絵
画
の
如
く
、
明
澄
で
清
ら
か
な
音
楽
を
か
な
で
、
別
荘

の
か

な
た
に
は
青
山
が
横
た
わ
り
、
近
く
に
は
青
草
や
鮮
花
が
木

々
の
緑

に
照
り
映
え
て
い
た
。

花
明
播
子
県
、
柳
暗
陶
公
門
。

花
は
明
か
な
り
播
子
の
県
、
柳
は
暗
し
陶
公
の
門
。

(寄
参

「春
尋
河
陽
陶
庭
士
別
業
」
、
巻
2
0
0
)

初
盛
唐
期
に
於
け
る
士
人
の
別
荘
生
活
と
「
仕
隠
」
の
風
潮
に
つ
い
て

(胡
)
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松
羅
深
善
閣
、
橋
木
散
閑
田
。

松
羅

善
閣
に
深
く
、
橋
木

閑
田
に
散
た
り
。(劉

長
卿

「和
中
丞
出
使
恩
命
過
終
南
別
業
」
、
巻
1
5
1
)

山
と
川
が
遠
景
と
な
り
、
花
草
と
緑
木
が
近
景
と
な

っ
て
、
別
荘
は
あ
た
か
も
山
水
画
の
中
に
置
か
れ

て
い
る
よ
う

で
あ

っ
た
。
別
荘

を
取

り
囲
む
風
景
は
多
様
な
変
化
を
見
せ
、

一
年
中
い
つ
で
も
自
然
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

石
門
呑
衆
流
、
絶
崖
冴
層
轡
。

石
門

衆
流
を
呑
み
、
絶
崖

層
轡
に
啄
た
り
。

幽
趣
條
萬
変
、
奇
観
非

一
端
。

幽
趣

條
ち
萬
変
、
奇
観

一
端
に
非
ず
。

(雰
参

「太

一
石
驚
崖
善
鷹
招
王
学
士
」
、
巻
1
9
8
)

屋
復
経
冬
雪
、
庭
昏
未
夕
陰
。

屋
は
復
た
冬
雪
を
経
、
庭
昏
く
未
だ
夕
陰
な
ら
ず
。

(祖
詠

「蘇
氏
別
業
」
、
巻
1
3
1
)

ま
た
、

別
荘
の
周
囲
は
静
か
で
人
跡
も
稀
れ
で
あ

っ
た
。

「秋
草
は
三
径
を
蕪
す
、
寒
塘
に
独
り

一
家
」

(劉
長
卿

「過
湖
南
羊
庭
士

別
業
」
、
巻
1
4
7
)

「
共
に
芳
杜
の
色
を
憐
み
、
終
日
閑
居
を
伴
す
」

(劉
長
卿

「過
鵬
鵡
洲
王
庭
士
別
業
」
、
巻

1
4
8
)
と
う
た

わ
れ

る
よ
う
に
、
客
人
と
て
も
訪
れ
る
こ
と
が
な
い
。

「終
年
客
無
し
常
に
閉
關
す
」

(
王
維

「
答
張
五
弟
」
、

『箋

注
』
巻
1
4
)。

こ
こ

で
は
都
市
の
喧
曝
と
官
場
の
闘
争
は
あ
た
か
も
別
世
界
の
こ
と
の
よ
う

で
あ

つ
た
。
士
人
は
自
由
で
静
誼
な
別
荘
暮
ら
し
の
愉
悦

を
十
分

に
享
受
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

士

人
は
こ
こ
で
た
だ
隠
士
の

「環
境
」
を
選
択
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
意
識
的
に
官
吏
の
生
活
方
式
と
は
違
う
隠
士
の

「
生
活
」

を
実
現

し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
別
荘
の
周
囲
に
は
田
畑
が
あ
り
、

こ
こ
で
耕
す
こ
と
が
別
荘
生
活

の
重
要
な
要
素
と
な

っ
て
い
た
。

不
到
東
山
向

一
年
、
帰
来
才
及
種
春
田
。
東
山
に
到
ら
ざ
る
こ
と

一
年
に
向
と
す
、
帰
り
来
る
こ
と
才
か
に
春
田
を
種
う
る
に
及
べ
り
。

(王
維

「網
川
別
業
」、

『箋
注
』
巻
1
0
)

山
村
帰
種
田
、
野
花
迎
短
褐
。

山
村

帰
り
て
田
に
種
う
れ
ば
、
野
花

短
褐
を
迎
ふ
。

(
岑
参
「胡
象
落
第
帰
王
屋
別
業
」、
巻
2
0
0
)

野
人
種
秋
菜
、
古
老
開
原
田
。

野
人

秋
菜
を
種
ゑ
、
古
老

原
田
を
開
く
。

(高
適

「…倶
上
別
業
」、
巻
2
1
4
)

田
地

で
働
く
外
、
士
人
達
は
ま
た
釣
樵
を
楽
し
み
、
農
夫
と
隣
居
し
た
。

「
湖
畔
に
樵
唱
を
聞
き
、
天
邊
に
行
雁

を
数
ふ
」

(
周
璃

「
播

司
馬
別
業
」
、
巻
1
1
4
)

「
樵
路
前
み
て
嶺
に
傍
ひ
、
田
家
遙
に
門
に
対
す
」

(祖
詠

「
田
家
即
事
」
、
巻

1
3
1
)。
あ
る
時

は
漁
夫

や
農
夫
と
交
際
し
、
或
い
は
文
人
と
交
遊
し
た
。

「
文
を
以
て
長
く
友
と
會
し
、
た
だ
徳
も
て
自
か
ら
隣
を
成
せ
り
」

(祖
詠

「
清

明
宴
司
動
劉
郎
中
」
、
巻
1
3
1
)、
友
と
連
れ
立

っ
て
の
山
水
の
遊
び
と
言
え
ば
、
王
維
と
斐
迫
が
互
い
に
唱
和
し
て
作

っ
た
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『網

川
集
』
が
代
表
的
で
あ
る
。
別
荘
の
付
近
に
は
常
に
寺
院
が
あ
り
、
僧
侶
と
の
交
際
も
別
荘
生
活
の

一
部
分
で
あ

っ
た
。

「草
堂

毎
に
暇
多
く
、
時
に
山
僧
の
門
に
謁
す
」

(李
順

「
無
墨
上
人
東
林
禅
居
」
、
巻
1
3
2
)。
そ
の
外
、
読
書
も
ま
た
別
荘
生
活

に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

青
山
、
緑
水
、
鮮
花
、
茂
木
と
い

っ
た
も
の
が
別
荘

の
美
し
い
自
然
を
形
作
り
、
読
書
、
農
業
、
山
水
の
賞
玩
、
及
び
文
人
、
僧
侶

と
の
交
際
等
が
別
荘
の
暮
ら
し
の
内
実
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
別
荘
の
生
活
は
仕
官

の
暮
ら
し
と
は
対
照
的

で
、
隠
士
の
生
活

に
近

い
も

の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
士
人
は
し
ば
し
ば
自
ら
の
別
荘
暮
ら
し
を
隠
居
と
呼
び
、
そ
の
生
活
を
賛
美
し

て
、

「勝
概
紛
と

し
て
目
に
満
ち
、
衡
門

趣
彌
濃
な
り
」
(火
「参

「
因
假
帰
白
閣
西
草
堂
」
、
巻
1
9
8
)、

「
此
の
地
遺
老
す
べ
し
、

君
に
勧
む
来
た
り

て
考

繋
せ
ん
こ
と
を
」

(寄
参

「
太

一
石
驚
崖
奮
盧
招
王
学
士
」
、
巻

1
9
8
)、

「楽
し
む
所
は
衡
門

の
中
、
陶
然

と
し
て
其
の
貴
き

を
忘

る
」

(
王
維

「
晦
日
遊
大
理
章
卿
城
南
別
業
四
声
依
次
用
各
六
韻
」
、

『箋
注
』
巻
1
4
)、

「
且
く
世
情
に
遠
ざ
か
り
、
吾
れ
今

柳
か
自
然
た
り
」

(高
適

「
棋
上
別
業
」
、
巻
2
1
4
)
と
詠
ん
だ
。
彼
ら
は
普
段
は
官
舎
に
住
ん
で
公
務

に
明
け
暮
れ
、
休
暇
に
な

る
と
別
荘

へ
行
き
、
喧
燥
の
都
会
と
矛
盾

に
満
ち
た
官
場
か
ら
離
れ
て
、
官
吏
の
生
活
と
は
完
全
に
異
な
る
隠
士
の
よ
う
な
生
活
を
体

験
し

た
。

こ
れ
こ
そ
が
士
人
が
別
荘
を
購
入
す
る
主
な
目
的
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
士
人
が
別
荘
に
住
む
こ
と
の
で
き
る

時
間

は
限
ら
れ
て
い
た
。
唐
代
の
官
制

に
よ
れ
ば
、
普
通
の
官
吏
は
十
日
に

一
日
の
休
み
が
あ

っ
た
ほ
か
、
短

い
節
気
假
が
あ
り
、
こ

う
し

た
休
暇
に
し
か
別
荘

に
い
く
こ
と
は

で
き
な
か
つ
た
の
で
あ
る

(
『唐
會
要
』
巻

8
2
)。

「
藪
の
農
乃
ち
休
假
し
、
適
ま
往
く

田
家

の
盧
」

(章
応
物

「
往
雲
門
郊
居
途
経
回
流
作
」
、
巻
1
9
1
)。
も
し
公
務

の
忙
し
い
時
期
、
ま
た
命
令
を
受

け
て
辺
境
に
出
掛

け
た
り
、
他

の
地
方

へ
出
張
し
た
時
な
ど
に
は
、
正
常
の
休
暇
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

つ
ま
り
、
長
い
時
間
別
荘

へ
行
け
な
い
こ

と
は
普
通
の
現
象
で
あ

っ
た
。

「
久
し
く
林
墾
と
辞
し
、
来
る
に
及
ん
で
松
山
大
な
り
」

(
岑
参

「終
南
讐
峰
草
堂
作
」、
巻
1
9
8
)、

「東
山

に
到
ら
ざ
る
こ
と

一
年
に
向
と
す
、
帰
り
来
る
こ
と
才
か
に
春
田
を
種
う
る
に
及
べ
り
。
」

「
十
日
に

一
た
び
手
を
携

へ
、
幅

巾
し

て
寒
山
を
望
む
」

(李
順

「
斐
サ
東
渓
別
業
」
、
巻

1
3
2
)
と
。
王
維
の

「
依
遅
と
し
て
車
馬
動
き
、
個
恨
と
し
て
松
羅
を
出

づ
。
青

山
に
別
れ
去
る
を
忍
ぶ
は
、
其
れ
縁
水
に
如
何
」

(
「
別
網
川
別
業
」
、

『箋
注
』
巻
9
)、
王
繕

の

「
山
月
暁
に
傍

ほ
在
り
、

林
風
涼
と
し
て
絶

へ
ず
。
股
勤
と
し
て
情
有
る
が
如
く
、
燗
恨
と
し
て
人
を
別
れ
し
む
」

(
「
別
輌
川
別
業
」
、
巻

1
2
9
)
な
ど
の

詩
に
は
、
別
荘
を
懐
し
く
思
う
感
情
が
満
ち
盗
れ
て
い
る
。
別
荘

で
の
滞
在
時
間
は
長
く
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
士
人
は
や
は
り
自

初
盛
唐
期
に
於
け
る
士
人
の
別
荘
生
活
と
「仕
隠
」
の
風
潮
に
つ
い
て

(胡
)
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分
の
別
荘
を
持
と
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
士
人
に
と

っ
て
、
別
荘
で
の
生
活
は
既
に
不
可
欠
の
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ

つ
て
、

仕
官

の
生
活
を
補
充
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
別
荘

で
の
生
活
と
環
境
は
隠
士
に
近

い
も
の
だ
が
、
士
人
は
本
当
に

隠
逸
を
し
、
官
吏
を
辞
め
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
し
な
か

っ
た
。
彼
ら

の
希
望
は
仕
官
し
な
が
ら
隠
逸
に
近
い
生
活
を
体
験
し
、
都
市

か
ら
遠
く
離
れ
る
が
官
職
は
離
れ
ず
、
山
中

の
別
荘
を
持

つ
け
れ
ど
も
俗
世
間
か
ら
断
絶
し
な
い
と
い
う
生
き
方

で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、

彼
ら
は

い
つ
も
隠
居
と
別
荘
の
生
活
と
を
区
別
し
て
、

「何
ぞ
必
ず
し
も
桃
源
の
里
に
、
深
居
し
て
隠
倫
を
作
さ
ん
」

(祖
詠

「
田
家

即
事
」
、
巻
1
3
1
)、

「何
ぞ
必
ず
し
も
腔
桐
に
上
り
、
独
り
尭
の
尊
ぶ
所
と
為
ら
ん
や
」

(儲
光
義

「
題
崔
山
人
別
業
」
、
巻
1
3

7
)
と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
士
人

の
目
的
は
別
荘
の
生
活
を
通
し
て
、

一
時
的
に
仕
官

の
生
活
と
は
違
う
快
適
な
生
活
を
体
験
す
る

こ
と

で
あ
り
、
真
に
隠
居
す
る
こ
と

で
は
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。

唐
代
前
期

の
士
人
が
営
ん
だ
別
荘

の
環
境
と
生
活
は
、
晋
代

の
詩
人
陶
淵
明
の
隠
居
を
模
倣
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
意
識
し
た
も
の

で
あ

っ
た
。
中
国
文
学
史
上
、
陶
淵
明
は
最
初
に
個
人
精
神

の
自
由
の
た
め
に
、
伝
統
的
な
士
人
の
出
仕
至
上
の
行

動
方
式
を
放
棄
し

た
詩
人

で
あ
る
。
唐
代
前
期
の
詩
人
は
意
識
的
に
陶
淵
明
の
隠
居
環
境
と
隠
居
生
活
を
学
ん
だ
。
美
し
い
自
然
環
境

の
中
に
別
荘
を
構

え
、
自
由

で
楽
し
い
別
荘
生
活
を
送
る
と
い
つ
た
こ
と
は
、
す
べ
て
陶
淵
明
の
作
品
中
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、

「
南
山
」

「
柳

暗
」
な
ど

の
唐
代
前
期
に
詩
人
が
書

い
た
言
葉
は
直
接
陶
淵
明
の
作
品
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
作
品
で
は
直
接
陶

淵
明
そ

の
人
を
引
き
合

い
に
出
し
て
自
ら
の
別
荘
生
活
を
喩
え
て
い
る
。

「
一
瓢
顔
回
の
随
巷
、
五
柳
先
生
門
を
対

す
」

(王
維

「
田

園
楽
七
首
」
)、

「復
た
接
與
の
酔
ひ
に
値
ひ
、
狂
歌
す
五
柳
の
前
」

(王
維

「輌
川
閑
居
贈
斐
秀
才
迫
」
)、

「花

は
明
か
な
り
播
子

の
県
、
柳
は
暗
し
陶
公
の
門
。
」

(
岑
参
)。

こ
う
し
た
作
品
か
ら
唐
代
前
期
に
は
陶
淵
明
の
隠
居
生
活
は
士
人

の
生
活
の
理
想
と
な

り
、

一
つ
の
新
し
い
生
活
方
式
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
受
け
と
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
然
し
、
唐
代
前
期

の
士
人
が
欲
し
た

の
は
、

隠
逸
風
の
生
活
だ
け
で
あ
り
、
官
を
離
れ
た
本
当
の
隠
居

で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
陶
淵
明
風
の
隠
居
生
活
を
好
ん
だ
が
、
陶

淵
明

の
よ
う
に
退
隠
す
る
こ
と
は
欲
し

て
い
な
い
。
彼
ら
は
仕
官
し
な
が
ら
同
時
に
陶
淵
明
風
の
生
活
を
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
の
で

あ

っ
て
、
こ
の
点
は
唐
代
前
期

の
±
人
の
別
荘
生
活
と
陶
淵
明
の
隠
居
と
の
重
要
な
相
違
点
で
あ
る
。
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四

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
唐
代
前
期
に
は
士
人
の
別
荘
生
活
が
形
成
さ
れ
て
き
た
が
、
彼
ら
の
行
動
方
式
を
古
代

の
伝
統
的
士
人
と
比

べ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
明
ら
か
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
唐
代
の
士
人
は
朝
廷
や
役
所

で
勤
務
す
る
こ
と
を
本
務
と
し
、
休
暇

の
折
に

は
別
荘

へ
行

っ
て
、
自
然
の
山
水
や
園
林
に
遊
ん
だ
。
喧
哩
な
俗
世
か
ら
遠
く
離
れ
、
官
場
の
闘
争
を
避
け
、
煩
項

な
公
務
か
ら
逃
れ

た
彼
ら
の
別
荘
生
活
は
、
隠
士
の
生
活
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
士
人
達
は
治
国
平
天
下
の
た
め
に
功
績
を
建
て
る
こ
と
を
人

生
の
理
想
と
し
て
追
求
し
な
が
ら
も
、

一
方

で
は
、
別
荘

で
の
生
活
を
通
し
て
隠
逸
生
活

の
自
由
と
閑
適
な
生
活
を
享
受
し
た
。
そ
う

す
る

こ
と
で
仕
官
の
行
動
方
式
と
隠
逸
式
生
活
と
を

一
体
化
し
統

一
し
た
の
で
あ
る
。
唐
代
前
期
に
士
人
が
別
荘
を
購
入
し
た
目
的
は

仕
官

の
行
動
方
式
と
隠
逸
的
な
行
動
方
式
と
を
融
合
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
が
所
謂

「
仕
隠
」
の
行
動
様
式
な
の

で
あ
る
。

「
仕
隠
」
の

「
仕
」
は
仕
官
す
る
こ
と
を
指
す
が
、

「隠
」
は
隠
逸
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
隠
逸
を
ま
ね
た
生
活
、
即
ち
自
分
の
身

を
田
園
や
山
林
の
閑
適
な
別
荘
生
活
に
お
く
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
楽
し
さ
に
満
ち
た
、
閑
雅

で
、
愉
快
な

別
荘

生
活
は
、
以
前
は
隠
士

の
み
に
許
さ
れ
た
生
活

で
あ

っ
た
が
、
唐
の
士
人
は
そ
れ
を
仕
官
し
な
が
ら
実
現
し
よ
う
と
し
た
と
言
え

る
。
唐

代
前
期
に
は
士
人
は
仕
官
し
な
が
ら
別
荘
で
の
生
活
も
享
受
す
る
や
り
方
を

「仕
官
と
隠
逸
を
兼
ね
る
」
と
称
し
、
時
に

「
衣

冠

の
巣
許
」
と
呼
ん
だ
。
章
嗣
立
は
驕
山
に
別
荘
を
構
え
、
武
后
と
中
宗
は
屡

々
そ
こ

へ
行
き
、
陪
駕
し
た
大
臣
達

に
命
じ
て
詩
と
文

を
作

ら
せ
た
。
別
荘
の
立
派
な
様
子
を
賛
美
し
て
、
張
説
の

「東
山
記
」

(
『全
唐
文
』
巻
2
2
6
)
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

兵
部
尚
書
同
中
書
門
下
三
品
修
文
館
大
学
士
章
公
、
体
含
真
静
、
思
協
幽
畷
。
錐
翔
亮
廊
廟
、
而
緬
懐
林
薮
、
東
山
之
曲
、
有
別
業
焉
。
嵐

気
入
野
、
榛
煙
出
谷
、
魚
潭
竹
岸
、
松
齋
薬
腕
。
虹
泉
射
電
、
雲
木
虚
吟
。
胱
惚
疑
夢
、
間
関
忘
術
。
藪
所
謂
丘
墾
愛
龍
、
衣
冠
巣
許
也
。

兵
部
尚
書
同
中
書
門
下
三
品
修
文
館
大
学
士
章
公
、
体
は
真
静
を
含
み
、
思
は
幽
噴
に
協
ふ
。
廊
廟
を
蜴
亮
す
と
難
も
、
而
も
緬
か
に
林
薮

を
懐
ひ
、
東
山
の
曲
に
、
別
業
有
り
。
嵐
気

野
に
入
り
、
榛
煙

谷
よ
り
出
づ
。
魚
潭

竹
岸
、
松
齋

薬
腕
あ
り
。
虹
泉
は
射
電
し
、

雲
木
は
虚
吟
す
。
胱
惚
と
し
て
夢
か
と
疑
ひ
、
間
関
と
し
て
術
を
忘
る
.
藪
れ
所
謂
丘
堅
の
愛
龍
、
衣
冠
の
巣
許
な
り
。

こ
れ
は
名
臣
章
嗣
立
の
別
壁
を
描

い
た
も
の
だ
が
、
そ
の

「
衣
冠
の
巣
許
」
と
い
う
言
葉
は

「仕
隠
」

の
概
念
を
説
明
す
る
最
も
典
型

初
盛
唐
期
に
於
け
る
士
人
の
別
荘
生
活
と
「仕
隠
」
の
風
潮
に
つ
い
て

(胡
)
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的
な
用
語
で
あ
る
。
他
人
の
詩
中
に

「吏
に
非
ず
隠
に
非
ず
晋
の
尚
書
、

一
丘

一
墾
に
乗
輿
を
降
る
」

(劉
憲

「奉

和
聖
制
幸
阜
嗣
立

山
荘
」
、
巻
7
1
)、

「
倶
に
隠
路
の
側
に
臨
み
、
同
じ
く
帝
城

の
邊
に
在
り
。
謝
公

出
虜
を
兼
ね
、
妓
を
携

へ
て
林
泉
に
玩
ぶ
」

(崔

泰
之

「
奉
酬
章
嗣
立
祭
酒
偶
遊
龍
門
北
渓
忽
懐
驕
山
別
業
因
以
言
志
示
弟
淑
奉
呈
大
僚
之
作
」、
巻
9
1
)
等

の
評
論
が
あ
り
、

章
嗣
立
を
東
晋
の

(先
に
隠
居
し
後
に
仕
官
し
た
)
謝
安
に
擬
し
て
賛
美
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
王
維
も
か
つ
て

「暮
春
太
師
左

右
丞
相
諸
公
於
章
氏
迫
遙
谷
謙
集
序
」

(
『
箋
注
』
巻

1
9
)
を
撰
し
章
嗣
立
の
別
荘
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

山
有
姑
射
、
人
蓋
方
外
;
海
有
蓬
瀟
、
地
非
宇
下
。
迫
遙
谷
天
都
近
者
、
王
官
有
之
。
不
廃
大
倫
、
存
乎
小
隠
。
　
控
胴
而
身
施
朱
絨
、
朝

承
明
而
暮
宿
青
霜
、
故
可
尚
也
。
…
…
日
在
檬
氾
、
群
山
夕
嵐
。
猶
有
濯
縷
清
歌
、
擦
梧
高
詠
、
与
松
喬
為
伍
、
是
義
皇
上
人
。

山
に
姑
射
有
り
、
人
は
蓋
し
方
外
な
り
;
海
に
蓬
瀟
有
り
、
地
は
宇
下
に
非
ず
。
迫
遙
谷
の
天
都
に
近
き
は
、
王
官
之
を
有
て
り
。
大
倫
を

廃
て
ず
し
て
、
小
隠
を
存
せ
り
。
迹
は
腔
胴
に
し
て
、
身
に
は
朱
絨
を
施
き
、
朝
に
は
承
明
に
し
て
暮
に
は
青
霜
に
宿
る
、
故
に
尚
ぶ
べ
き

な
り
。
…
…
日
は
檬
氾
に
在
り
、
群
山
は
夕
嵐
た
り
。
猶
ほ
濯
縷
の
清
歌
有
り
、
梧
に
擦
り
て
高
詠
し
、
松
喬
と
伍
と
為
る
は
、
是
れ
義
皇

よ
り
上
の
人
な
り
。

「　
椌
胴
而
身
施
朱
絨
、
朝
承
明
而
暮
宿
青
霜
」
と
い
う
語
は
即
ち
別
荘
の
生
活
が
仕
官
と
隠
逸
の
行
動
方
式
を
融
合
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
昔
は
、
隠
士
だ
け
に
贈
ら
れ
た

「義
皇
上
人
」
と
い
う
誉
め
こ
と
ば
を
使

つ
て
、
王
維
は

こ
こ
で

「仕
隠
」

の
や
り
方
を
賛
美
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
唐
代

の
士
人
の
隠
逸
観
念
の
変
化
が
よ
く
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
士
人
の
仕
官
と
隠
逸
的
生
活
の
融
合
を
肯
定
す
る
考
え
方
は
、
た
だ
童
嗣
立

一
人
を
賛
美
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、

士
人

の
理
想
と
時
代
風
潮
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
仕
官
と
隠
逸
の
両
立
は
当
時

の
士
人
の

一
般
的
な
理
想
で
あ

つ
た
と
言
え
る
。

王
勃

の

「
夏
日
宴
張
二
林
亭
序
」

(
『
全
唐
文
』
巻
1
8
1
)
に
日
う
。

張
二
官
松
駕
乗
閑
、
桂
宴
追
賞
。
引
管
裾
之
勝
侶
、
押
丘
墾
之
神
交
。
辮
縦
於
解
願
、
道
深
於
喩
指
。
香
杯
濁
醗
、
是
河
朔
之
平
生
;
雄
筆

清
詞
、
得
高
陽
之
意
気
。
林
亭
膿
望
、
季
倫
調
伎
之
園
;
泉
石
周
遊
、
子
晋
登
仙
之
浦
。
舟
浮
葉
影
、
箪
積
花
文
。
黄
鵠
度
而
購
驚
、
丹
烏

傾
而
日
晩
。
出
庭
之
情

一
致
、
笙
蹄
之
義
両
忘
。

張
二
官
は
松
駕
も
て
閑
に
乗
じ
、
桂
宴
を
追
賞
す
。
管
裾
の
勝
侶
を
引
き
、
丘
堅
の
神
交
に
押
る
。
辮
は
解
願
を
縦
に
し
、
道
は
喩
指
よ
り

も
深
し
。
香
杯
の
濁
酷
、
河
朔
の
平
生
を
是
と
し
;
雄
筆
の
清
詞
、
高
陽
の
意
気
を
得
た
り
。
林
亭
に
暖
望
す
れ
ば
、
季
倫
調
伎
の
園
;
泉
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石

に
周
遊

す
れ

ば
、

子
晋

登
仙

の
浦
。
舟

は

葉
影

に
浮

か
び
、

箪

は
花
文

を
積

む
。

黄
鵡
度

り

て
購
驚

き
、

丹
鳥

傾
き

て

日
晩

る
。

出
庭

の

情

致
を

一
に
、

笙
蹄

の
義
両

な
が
ら
忘

る
。

宋

代

の
詩

評

家

張

戒

の

『
歳

寒

堂

詩

話
』

(
巻

上

)

に
は

王

維

の
別

荘

生

活

と

仕

官

の

両

立

を

評

し

て

「
摩

詰

心
淡

泊

に
し

て
、

本

仏

を

学

び

て

画

を

善

く

す

、

出

つ

れ

ば

則

ち

岐

・
醇

諸

王

及

び

貴

主

に
陪

し

て
遊

び

、

帰

れ

ば

則

ち

網

川

の
山

水

に
歴

飯

す

。

故

に

其

の

詩

は

富

貴

と

山

林

に
お

い

て
、

両

つ
な

が

ら

其

の
趣

を

得

た

り
。

」

と

い

う

。

「
出

庭

之

情

一
致

、

笙

蹄

之

義

両

忘

」

「
富

貴

山

林

、

両
得

其

趣

」

等

の

言
葉

は

共

に

そ

の
別

荘

生

活

が

仕

官

と

隠

居

の

方
法

を

融

合

し

た
も

の

で
あ

っ
た

こ
と

指

し

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る
。

唐

代

前

期

に

士

人

達

は
常

に

「
大

隠

」

「
吏

隠

」

「
真

隠

」

「
小

隠

」

な

ど

の
言

葉

を

使

つ
て

い

る
。

ま

ず

「
大

隠

」

の
用

例

を

瞥

見

し

て
お

く

。

誰
知

大
隠
者

、
兄
弟

自
墓
追

。
誰

か
知
る
大

隠

の
者

、
兄
弟

自
ず

か
ら
筆
追

す

る
を
。

(
王
糟

「
同

王
昌
齢
装
廼
遊

青
龍
寺
曇

壁
上
人

兄
院
集
和

兄
維
」
、
巻

1
2
9
)

方
知

從
大
隠

、
非
復

在
山
林
。

方

に
知
る
大

隠

に
従

ふ
は
、

ま
た
山
林

に
あ

る

に
あ
ら
ざ

る
を
。

(
儲
光
義

「
同
張

侍
御
鼎

和
京
兆
薫

兵
曹
歳

晩
南
園
」
、
巻

1
3

9
)

次

は

「
吏

隠

」

の

用

例

で
あ

る
。

宙
遊

非
吏
隠
、

心
事
好

幽
偏
。

宙
遊

吏
隠

に
非
ず
、

心
事

幽

偏
を
好

む
。

(
宋
之

問

「
藍

田
山
荘
」
、

巻

5
2
)

若
人
兼

吏
隠
、

率
性
夷

栄
辱
。

若

し
人

吏

隠
を
兼

ぬ
れ
ば
、

性

に
率

ひ
て
栄
辱
を
夷

し
く

す
。

(
李
嬌

「
和

同
府
李

祭
酒
休

沐

田
居
」
、
巻

5
7

)

次

は

「
真

隠

」

で
あ

る
。

明
当
訪

真
隠
、
揮

手
入
無
侃

。

明
く
れ
ば

当

に
真

隠
を
訪

ひ
、
手
を

揮
り

て
無
侃

に
入
る

べ
し
。

(棊

母
潜

「
宿
太
平
観

」
、
巻

1

3
5
)

江
外
有

真
隠
、
寂

居
歳

已
侵

。

江
外

に
真

隠
有

り
、
寂
居

し

て
歳

已
に
侵

せ
り
。

(包

融

「
酬
忠

公
林
亭
」
、
巻

1

1
4
)

真

隠
夷

軌
、
黙
仙
解

形
。

真
隠

は
軌
を

夷
し

く
し
、
黙
仙

は
形

を
解
く
。

(
李
冨

「
大
唐
贈
獄

州
刺

史
葉
公

神
道
碑
」
、

『
全
唐

文
』
巻

2
6
4
)

最

後

に

「
小

隠

」

の
用

例

を

見

て
お

く
。

初

盛
唐

期

に
於

け
る
士

人

の
別
荘

生
活

と
「
仕

隠
」
の
風

潮

に

つ
い

て

(
胡

)
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不
廃
大
倫
、
存
乎
小
隠
。

大
倫
を
廃
て
ず
し
て
、
小
隠
を
存
せ
り
。

(王
維

「暮
春
太
師
左
右
丞
相
諸
公
於
章
氏
迫
遙
谷
調
集
序
」
、

『箋
注
』
巻
1
9
)

小
隠
慕
安
石
、
遠
遊
学
屈
原
。

小
隠

安
石
を
慕
ひ
、
遠
遊

屈
原
を
学
ぶ
。

(李
白

「秋
夜
猫
坐
懐
故
山
」、
巻
2
4
1
)

「
大
隠
」

の
語
は
王
康
鋸
の

「
招
隠
詩
」
に
出
る

(
『
文
選
』
巻

2
2
)。
唐
代
前
期
の
士
人
が
使
う

「大
隠
」

の
語
は
、
王
康
鋸
の

「
大
隠
」
と
同
じ
意
味
で
あ
り
、
朝
廷
や
都
会
で
隠
居
す
る
こ
と
を
指
す
。

「小
隠
」
も
や
は
り
王
康
鋸
の

「招
隠
詩
」
に
出
る
語
で

あ
る
。

そ
れ
は

「
大
隠
」
と
は
逆
に
、
仕
官
を
辞
め
て
隠
逸
す
る
伝
統
的
な
隠
居
の
方
式
を
指
し
て
い
る
。
王
康
鋸
は

「大
隠
」
を
理

想
的
な
隠
居
方
法
と
考
え
、

「小
隠
」
の
隠
居
に
反
対
し
た
の
で
、

「大
」

「小
」

の
区
別
を

つ
け
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「吏
隠
」

は
唐
代
前
期

の
士
人
が
初
め
て
創
出
し
た
も
の
で
、
仕
官
し
な
が
ら
隠
居
の
生
活
を
享
受
す
る
こ
と
を
指
す
の
だ
が
、
具
体
的
に
は
も

ち
ろ
ん
別
荘

で
の
生
活
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
南
朝
の
衰
淑
は
そ
の

『
真
隠
伝
』

に
お
い
て

「
真
隠
」
と

い
う
語
を
初
め
て
提
出

し
た
。
彼
は
六
朝
期
に

一
部
の
士
人
が

「
隠
士
」
と
い
う
称
号
を
受
け
取

っ
た
あ
と
で
仕
官
す
る
や
り
方
に
不
満
を
抱
き
、
古
代
か
ら

当
時
ま

で
の
有
名
な
隠
士
の
事
跡
を
編
集
し
て
、

『
真
隠
伝
』
を
撰
し
、
こ
れ
ら

の
隠
士
こ
そ
が

「真
隠
」
だ
と
誉
め
た
の
で
あ

っ
た
。

唐
代
前
期
の
士
人
達
も
仕
官
を
辞
め
山
林
と
田
園

へ
隠
居
す
る
人
を

「真
隠
」
と
呼
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
大
隠
」
と

「
吏
隠
」

の
二
つ
の
概
念
は
共
に
仕
官
と
隠
逸
の
両
立
を
指
し
、

「
小
隠
」
と

「真
隠
」
の
二
つ
の
概
念
は
官
吏
を
辞

め
て
隠
逸
す
る
こ
と
を
指
す
。

「
大
隠
」

「
吏
隠
」
の
基
本
点
は
仕
官
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
は
仕
官
を
人
生

の
第

一
の
理
想
と
す

る
が
、

「小
隠
」

「真
隠
」

の
基
本
点
は
仕
官
の
否
定
に
あ
る
。
唐
代
前
期
の
士
人
の
目
標
は
、
隠
逸
で
は
な
く

「
仕
隠
」
で
あ

っ
た
。

次
に
、

「
大
隠
」

「吏
隠
」

の
二
つ
の
概
念
を
比
較
す
れ
ば
、
士
人
の
理
想
と
し
た
も
の
は
、

「
吏
隠
」
で
は
な
く

「
大
隠
」
で
あ
る
。

「
吏
隠
」
と
は
、
仕
官
を
否
定
し
な
い
点

で
は

「
大
隠
」
と
同
じ

で
あ
る
が
、

「吏
」
と
は
元
来
官
位
の
低
い
小
吏

を
指
す
言
葉

で
あ

る
。
し

か
し
、
唐

の
士
人
は
朝
廷
に
進
出
し
て
高
官
と
な
り
、
国
を
治
め
天
下
を
安
定
さ
せ
、
自
分
の
才
能
と
理
想

を
実
現
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
た
か
ら
、

「吏
隠
」
と
比
べ
て
高
官
の
位
に
居
り
な
が
ら
同
時
に
隠
逸
的
な
別
荘
生
活
を
享
受
す
る

「
大
隠
」
は
、
唐
代

士
人

の
願
望
に
よ
り
合
致
す
る
理
想
で
あ

っ
た
。
儲
光
義

の

「
同
張
侍
御
鼎
和
京
兆
薫
兵
曹
華
歳
晩
南
園
」
詩
は
次

の
よ
う
に
言
う
。

公
府
傳
休
沐
、
私
庭
敷
陸
沈
。
方
知
従
大
隠
、
非
復
在
幽
林
。
閾
下
忠
貞
志
、
人
間
孝
友
心
。
既
将
冠
蓋
雅
、
傍
與
箆
薙
深
。
寒
変
中
園
柳
、

春
帰
上
苑
禽
。
池
酒
青
草
色
、
山
帯
白
雲
陰
。
播
岳
閑
居
賦
。
鐘
期
流
水
琴
。

一
経
当
自
足
、
何
用
遺
黄
金
。

一
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公
府

休
沐
を
伝

へ
、
私
庭
に
陸
沈
を
敷
ふ
。
方
に
知
る

大
隠
に
従
ふ
は
、
復
た
幽
林
に
在
る
に
非
ざ
る
を
。
閾
下
忠
貞
の
志
、
人
間
孝

友

の
心
。
既
に
冠
蓋
の
雅
な
る
を
将
て
し
、
傍
ほ
箆
羅
の
深
き
に
與
す
。
寒
は
変
ず
中
園
の
柳
、
春
は
帰
す
上
苑
の
禽
。
池
は
青
草
の
色
を

酒
し
、
山
は
白
雲
の
陰
を
帯
ぶ
。
播
岳
閑
居
の
賦
。
鐘
期
流
水
の
琴
。

一
経
す
れ
ば
当
に
自
足
す
べ
し
、
何
ぞ
黄
金
を
遺
る
を
用
ひ
ん
や
。

「
陸
沈

」
と
は

『
荘
子
』
則
陽
篇

に
出
典
を
持

つ
言
葉

で
、
水
無
く
し
て
陸
に
沈
む
と
言
う
表
現
。
隠
士
が
人
間
世
界
に
隠
れ
る
こ
と

を
喩

え
た
も
の
で
あ
る
。
儲
光
義

の
作
品
は
、
仕
官
し
な
が
ら
別
荘
に
閑
居
す
る

「大
隠
」
は
、
隠
士
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

山
林

へ
退
隠
す
る
隠
士
そ
の
も
の
と
は
違
う
と
主
張
す
る
。
彼
は
、
詩
人
が
も
し
別
荘
の
生
活
に

「
自
足
」
す
る
こ
と

が
で
き
た
な
ら
、

官
職

を
棄
て
隠
士
に
な
る
必
要
な
ど
な
い
と
考
え
て
い
た
。
他
の
詩
人
も
ま
た

「朝

に
は
公
卿

の
府
に
遊
び
、
夕

に
は
山
林

の
人
」

(李
華

「
詠
史
詩
」
十

一
首
の
三
、
巻

1
5
3
)
と
述

べ
る
。
士
人
達
は

「
大
隠
」
を
賛
美
し
て
、

「大
隠
」
を
自
分
の
理
想
と
し
、

「大
隠
」

の
境
地
を
追
求
し
た
。
仕
官
し
な
が
ら
別
荘
の
閑
適
な
生
活
を
享
受
す
る
こ
と
は
、
唐
代
前
期
に
士
人
達
が

「
大
隠
」
を
実

現
す

る
具
体
的
な
方
策

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五

一15=

唐
代
前
期
に
士
人
が
別
荘
を
買

い
別
荘
生
活
を
送

っ
た
こ
と
は
、
士
人
が
仕
官
と
隠
士
的
な
生
活
の
二
つ
の
行
動
方
式
を
融
合
し

て
、

更
に
理
想
的
な
生
活
を
創
造
し
た
い
と
い
う
願
望
を
持

っ
て
い
た
こ
と
を
表
す
。
晋
の
孫
緯
は
山
濤
を
批
判
し
て
、

「
吏
非
吏
、
隠
非

隠
」
と
言

つ
た
が
、
唐
代
に
至
る
と
、
士
人
は
逆
に
、
そ
の
よ
う
な

「仕
隠
」
の
生
活
に
あ
こ
が
れ
た
の
で
あ
る
.

こ
の
よ
う
な

「
仕

隠
」

に
対
す
る
態
度
は
、
唐
代
前
期
に
お
け
る
士
人
の
処
世
観
念
と
行
動
方
式
と
の
変
化
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

唐
代
前
期
に
お
い
て
も
、
士
人
は
別
荘
に
身
を
置
き
、
別
荘
周
辺
の
美
し
い
自
然
に
感
動
し
た
と
き
、
や
は
り
仕
官
を
辞
め
て
山
林

田
園

へ
隠
居
し
よ
う
と
す
る
情
緒
が
芽
生
え
る
こ
と
は
あ

っ
た
。
寄
参
は

一
生
ず

っ
と
仕
官
し
て
お
り
、
退
官
し
た

こ
と
は
全
く
な
い

が
、
彼

の

「
下
外
江
舟
懐
終
南
奮
居
」
詩

(巻

1
9
8
)
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

杉
冷
暁
猿
悲
、
楚
客
心
欲
絶
。
孤
舟
巴
山
雨
、
萬
里
陽
吉室
月
。
水
宿
已
滝
時
、
盧
花
白
如
雪
。
顔
容
老
難
頽
、
把
鏡
悲
髪
髪
。
…
…
巖
堅
帰

去
来
、
公
卿
是
何
物
。

初
盛
唐
期
に
於
け
る
士
人
の
別
荘
生
活
と
「仕
隠
」
の
風
潮
に
つ
い
て

(胡
)
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杉
冷
か
に
し
て
暁
猿
悲
し
み
、
楚
客

心
絶
た
ん
と
欲
す
。
孤
舟
巴
山
の
雨
、
萬
里
陽
豪
の
月
。
水
宿
已
に
俺
時
、
藍
花

白
き
こ
と
雪
の

如
し
。
顔
容
老
い
て
頽
な
り
難
く
、
鏡
を
把
り
て
髪
髪
を
悲
し
む
。
…
…
巖
墾
に
帰
り
な
ん
、
公
卿
是
れ

何
物
ぞ
。

他

の
詩
人
も

且
向
世
情
遠
、
吾
今
柳
自
然
。

且
く
世
情
に
遠
ざ
か
り
、
吾
今
柳
か
自
然
た
り
。

(高
適

「棋
上
別
業
」、
巻
2
1
4
)

別
業
居
幽
庭
、
到
来
生
隠
心
。

別
業

幽
盧
に
居
り
、
到
来

隠
心
生
ず
。

(祖
詠

「蘇
氏
別
業
」、
巻
1
3
1
)

と
述

べ
る
。

こ
の
よ
う
な
退
隠
の
願
望
は
宴
飲
、
賞
遊
な
ど
の
作
品
に
屡

々
現
れ
る
。
詩
人
は
そ
の
時
あ
た
か
も
仕
官
を
辞
め
山
林
に

隠
れ
、
仕
官

へ
の
熱
情
を
失

っ
た
か
の
よ
う
だ
。
然
し
、
実
は
彼
ら

の
意
識
の
中
に
は
真
に
退
隠
し
た
い
と
の
願
望
は
存
在
し
て
お
ら

ず
、
彼

ら
が
渇
望
し
て
い
た
の
は

一
つ
の
新
し
い
行
動
方
式
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
伝
統
的
な
、
功
績
を
建

て
国
家
を
治
め
る
士
人

の
人
生

原
則
に
従

い
、
出
仕
し
て
官
吏
と
な
り
、
個
人

の
才
能
と
理
想
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
特
に
唐
代
前
期
の
科
挙
制
度

は
彼
ら

の
出
仕
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
有
利
な
現
実
的
条
件
で
あ

っ
た
。
以
前
の
ど

の
時
代
の
士
人
と
比

べ
て
も
、
彼
ら
は

最
も
多

く
の
出
仕
機
会
を
持
ち
、
最
も
強
烈
な
出
仕
願
望
を
有
し
て
い
た
。
醇
擦
の

「
古
興
」

(巻

2
3
5
)
詩
に
は

「丈
夫
は
兼
済

を
需

む
、
山豆
に
能
く

一
身
を
楽
し
ま
し
め
ん
」
と
言
い
、
零
参
は
屡

々
自
分
は

「
五
斗
米
」
の
微
官
だ
と
言

っ
て
い
る
が
、
し
か
し
終

生
隠

逸
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
だ
が

一
方
で
、
彼
ら
は
隠
士
の
よ
う
に
俗
世
か
ら
遠
く
離
れ
、
精
神
的
束
縛
を
受

け
る
こ
と
な
く
自

由

で
、
ま
た
、
山
水
の
間
に
遊
歴
し
て
自
然
の
風
景
を
鑑
賞
す
る
、
そ
う
し
た
生
活
に
憧
れ

て
い
た
.
こ
れ
は
仕
官

の
暮
ら
し
の
中

で

は
全

く
得
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
根
本
的
に
対
立
す
る
行
動
方
式
を
同
時
に
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
も

し
出
仕
の
願
望
を
実
現
す
れ
ば
、
必
ず
隠
逸
の
行
動
方
式
は
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
隠
士
の
自
由
で
閑
適
な
生
活
を
享
受

す
る
な
ら
、
必
ず
仕
官

の
行
動
方
式
は
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
矛
盾
を
解
決
す
る
方
策

と
し
て
、
彼
ら
は

別
荘

で
の
暮
ら
し
に
よ

っ
て
仕
官
の
行
動
方
式
を
補
充
す
る
方
法
を
見

つ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
仕
官
し
な
が
ら
同
時

に
隠
士
の
閑
適
な
暮
ら
し
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

儒
家
の
処
世
観
を
確
立
し
た
孔
子
は
、
嘗
て
自
分

の
理
想
と
し
て
、
自
然
の
山
水
を
好
み
、
精
神
を
束
縛
さ
れ
な

い
自
由
を
あ
げ
て

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
話
は
孔
子
の
個
人
的
な

一
時
の
感
慨
で
あ
り
、
士
人
の

一
般
的
な
行
動
方
式
と
見
倣
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

孔
子

の
思
想

の
中
で
は
、
士
人
の
人
生
上
の
原
則
は
あ
く
ま
で
政
治
に
身
を
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
愉
快
に
山
水
に
遊
ぶ
こ
と
と
は
無
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縁
で
あ

っ
た
。

こ
の
結
果
、
自
然
の
美
し
さ
を
鑑
賞
す
る
喜
び
は
隠
士
に
独
占
さ
れ
て
、
隠
逸
生
活
の
主
要
な
要
素

と
な
り
、
更
に
は

隠
逸
と

い
う
言
葉
は
山
水
を
賞
玩
す
る
こ
と
と
同
じ
概
念
を
表
す
言
葉
に
な

っ
て
い
っ
た
。
そ
の

一
方
で
、
士
人
は

一
生
出
仕
し
て
、

社
会
的
な
様
々
な
価
値

の
実
現
を
追
求
し
た
が
、
精
神
的
に
自
由
な
個
人
的
空
間
を
追
求
し
よ
う
と
は
し
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。
唐
代

前
期

に
な
る
と
士
人
達
は
仕
官
と
同
時
に
隠
逸
に
近
い
生
活

の
楽
し
さ
を
享
受
す
る
よ
う
に
な
り
、
士
人
の
社
会
的
責
任
だ
け
を
強
調

し
て
士
人
の
個
性
的
存
在
に
関
心
を
払
わ
な
か

っ
た
伝
統
的
な
処
世
原
則
の
不
備
を
補
う
よ
う
に
な

っ
た
。
士
人

の
処
世
原
則
と
行
動

方
式

を
更
に
理
想
的
で
完
全
な
も
の
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
願
望
が

「
仕
隠
」

の
本
質
だ

つ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

唐
代
前
期

の

「仕
隠
」
の
風
潮
は
概
ね
中
唐
期
ま
で
続
き
、
そ
の
後
は
、
新
し
い

「吏
隠
」
と
い
う
意
識
が
士
人
達

の
中
で
生
ま
れ
、

流
行
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

「
吏
隠
」
の

「吏
」
は
、
官
位
が
低
い
小
吏
を
指
し
、

「吏
隠
」
意
識
を
持

つ
士
人
達

は
大
抵
小
吏
か
、

ま
た

は
嘗

て
小
吏
だ

つ
た
下
層
官
吏

で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う

「
隠
」
と
は
や
は
り
退
隠
及
び
隠
逸
そ
の
も
の
を
指
す

の
で
は
な
く
、
隠

居
と

「似
た
」
生
活
を
指
す
。

「
吏
隠
」
と
は
、
身
分
は
役
人
だ
が
、
政
務
に
は
関
心
が
な
く
、
精
神
は
俗
世
を
超
え
出

て
、
隠
逸
と

同
じ
生
活
を
す
る
、

い
わ
ゆ
る

「
居
官
如
隠
」

の
人
を
い
う
。

一
方
、

「
仕
隠
」
の
核
心
は
仕
官
に
あ
り
、
隠
逸
に
は
な
い
。
士
人
の

基
本
的
な
行
動
方
式
が
仕
官
で
あ
り
、
隠
逸
に
近
い
別
荘
生
活
は
あ
く
ま
で
も
仕
官
の
行
動
方
式
の
補
充
に
過
ぎ
な
か

つ
た
。

こ
の
仕

官
に
対

す
る
態
度
の
違
い
こ
そ
が

「
吏
隠
」
と

「
仕
隠
」

の
最
大

の
相
違

で
あ
る
。

「
吏
隠
」

の
仕
官
に
対
す
る
消
極
的
な
態
度
は

「仕
隠
」
と
は
完
全
に
異
な
り
、
む
し
ろ
そ
れ
は

「
仕
隠
」
の
否
定
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
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注

『
実

賓
録

』

(
作

者

は
不
詳

で
あ
る

)
に
引

く

『
雲

隠
大

議
』

に

「
仕

隠

:
唐
楊
初

為

江
西

王
仲
野

従
事

、
終

日
長
吟
、

不
親

公
憤

。
府

公
致

言
、

梯

衣
而

去
、

乃
採

山
飲
泉

、
朝

客
聞

之
、

以
為

仕
隠

。
」

と
。

こ
こ

の

「
仕
隠

」

の
語

は
隠
居

の
よ

う

に
仕
官

す

る

こ
と

を
意

味

し
、

本

文
中

の

「
仕
隠

」

の
意
味

と

は
違
う

。

宋

之
問

は

『
全
唐

詩
』

巻

5

2
。

祖

詠
は

『
全
唐

詩
』

巻

1

3
1
。
張

子
容

は

『
唐
才

子
伝
』

巻

3
の
本
伝

。

孟
浩
然

は

『
全
唐

詩
』

巻

1
5

9
。

棊

母
潜

に

つ
い
て
は
李

順

の

「
題

網

母
校
書

別
業
」

(
『
全

唐
詩
』

巻

1

3
2
)

を
参

照
。

醇
披

は

『
全
唐

詩
』
巻

2
5

3
。

初

盛

唐
期

に
於

け

る
士

人

の
別
荘

生
活

と
「
仕

隠
」
の
風
潮

に

つ
い
て

(胡

)



中

国
文

学
論

集

第

二
十

六
号

王
維

は

『
輌

川

集
』
。

王
糟

は

『
全

唐
詩

』

巻

1

2
9
。

斐
廻

は

『
網
川

集
』

(
『
全

唐
詩
』

巻

1
2

9
)
を

参
照

。
崔

興
宗

は

杜
甫

の

「
九

日
過

藍

田
崔
氏

山
荘

」

(
『
全
唐

詩
』

巻

3

2

4
)。

劉

長
卿

は

『
唐
才

子
伝

』

巻

2
本
伝

。
張

謹

は
郎

士

元

の

「
贈

張

五
帰
濠

州

別

業
」

(
『
全
唐
詩

』
巻

2
4

9
)
を

参
照
。

沈

千
運

は

『
唐

才

子
伝
』

巻

2
本
伝
。

琴
参

は

『
全
唐

詩
』

巻

1

9
8
-

2

0
0
。
皇

甫

再

は

『
唐
才

子
伝
』

巻

2
本

伝
。
李

順

は

「
不
調

帰
東

川
別
業

」
詩

。
高

適
は

「
棋

上
別
業

」
詩

。

『
王
右

丞
集
箋

注
』

巻

1

3
。

王
維

の
詩
文

は
、
趙

殿

成
箋

注

『
王
右
丞
集

箋

注
』

を
底

本
と

し
た

(
以

下

『
箋

注
』

と
略

称

)。

例

え
ば

、

『
新

唐
書

』
楊

燗

伝

(
巻

2

0
1
)

に

曰
く

:

「
乃
去
具

茨

山
下
、

質

園
数

十
畝

」
。

『
通
典
』

巻

2

「
田
制

」

に
唐

代

の
法

令

を
引

い
て

「
官

人
永

業

田
及
賜

田
欲

売
及
貼

賃
者

、
皆

不
在

禁
限
」

と
。

謝

蜜
運

の
始
寧

別
壁

に
関

し

て
は
、

『
宋

書
』

謝

霞
運
伝

(
巻

6

7
)
及

び
本
伝

中

の
謝

蜜
運

が
作

っ
た

「
山
居

賦
」

を
参

照
。

陸

亀
蒙

の

「
甫

里
先

生
伝

」

及
び

『
姑
蘇

志
』

『
南
部
新

書
』

に
よ

れ
ば
、

陸
亀

蒙

は
家

を
蘇
州

城
内

に
構

え
、

そ

の
他
、
甫

里

と
震

澤

の

二
力
処

に
別

荘
を

持

っ
て

い
た
。

ま

た
茶
園

、

土
地
な

ど

の
財

産

も
あ

つ
た
。

『
南

部
新

書
』

辛
巻

に

「
司
空

図
侍

郎
、
善

隠

三
峰
、

天
佑

末
、

移
居

中
條

山

王
官

谷
、

周

回
十
飴

里
、
泉

石
之
美

、

冠
於

一
山
、

北
岩

之
上

、
有

漫
泉

流
注

谷
中

、
概

良

田
数

十

頃
、

至
今

子

孫

猶
存
、

為

司
空
之

荘

耳
。
」

と
。

巣

父
、
伯

夷

に

つ

い
て
は
晋

・
皇
甫

諸
撰

『
高

士
伝
』

参

照
、

周
堂
{に

つ
い

て
は

南
朝

宋

・
萢

曄

撰

『
後

漢
書

』
逸

民
伝

を
参

照
。

「
南

山
」

は

「
種

豆
南

山
下
、

草
盛

豆
苗
稀

」

(
「
帰

田
園

居
」

五
首

の
三
)
と

あ
り
、

「
柳
暗
」

は

「
楡
柳

蔭
後

澹
、

桃
李

羅
堂

前
」

(同

前

)
及

び

「
五
柳

先
生
伝
」

に
あ

る
。

衰
淑

の
伝

は

『
宋
書

』
巻

7
3

に
あ

る
。

『
真

隠
伝
』

は
既

に
散

逸
し

た
。

『
晋
書

』

孫
紳

伝

(
巻

36
)

:

「

(緯

)
嘗

鄙

山
濤
、

而
謂

人

日

:

『
山
濤
吾

所

不
解
、

吏

非
吏
、

隠
非

隠
、

若
以

禮
門
為

龍

津
、

則
当

粘
額

暴
鱗

　
。
』

」

『
論
語

』

先
進
篇

に

「
子

路
、
曽

哲
、

再
有

、
公

西
華

侍
坐
。

…

…

『
鮎
、
爾

何
如

。
』

鼓

琶
希
、

鍵
爾

、
舎

麸
而

坐
、

対

日

:

『
異
乎

三
子
者

之
撰

。
』

子

日

:

『
何
傷

乎
、

亦
各

言
其
志

也
。

』

日

:

『
暮
春

者
、

春

服
既
成

、
冠
者

五
六
人
、

童

子

六
七
人
、

浴
乎

折
、

風

乎
舞
樗

、
詠

而
帰

。
』

夫

子
哨
然

嘆

日

:

『
吾
與

貼
也
。

』
」

と
。
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